史料紹介「薬王寺来由記」 by 須藤 茂樹
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
二
十
三
番
札
所
医
王
山
薬
王
寺
は
、
厄
除
け
の
寺
と
し
も
知
ら
れ
た
阿
波
の
古
刹
で
あ
る
。
四
国
大
学
文
学
部
で
は
授
業
の
一
環
と
し
て
、
同
寺
の
宝
物
調
査
を
学
生
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年
度
に
古
文
書
班
と
し
て
薬
王
寺
伝
来
の
由
緒
書
を
調
査
し
た
磯
崎
進
之
介
・
名
倉
稔
・
南
城
賢
志
は
、
授
業
終
了
後
も
そ
の
解
読
に
努
力
し
た
。
そ
こ
で
、
伝
来
す
る
由
緒
書
の
な
か
で
、
内
容
の
豊
富
な
「
薬
王
寺
来
由
記
」
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
表
紙
）
「
蜂
須
賀
主
殿
様
江
差
上
扣
来
由
抜
萃
記
醫
王
山
薬
王
寺
」
（
一
丁
目
表
）
醫
王
山
薬
王
寺
来
由
記
一
弘
仁
六
年
弘
法
大
師
寶
齢
四
十
二
之
御
時
、
自
他
之
厄
難
を
除
ん
か
為
ニ
、
三
国
傅
来
之
霊
木
を
以
て
薬
師
如
来
之
尊
像
を
彫
ミ
給
ふ
并
平
城
・
嵯
峨
・
淳
和
御
三
帝
御
禳
厄
會
御
執
行
事
、
寺
傳
云
、
大
師
唐
土

歸
朝
有
て
禁
裏
之
護
持
僧
た
り
し
時
ニ
、
先
帝
平
城
太
上
天
皇
ハ
桓
武
天
皇
第
一
皇
子
ニ
テ
御
位
を
桓
武
第
二
皇
平
城
子
嵯
峨
帝
弟
君
ニ
譲
リ
給
ひ
、
先
帝
平
城
上
皇
（
一
丁
目
裏
）
之
皇
子
高
岳
親
王
を
嵯
峨
帝
之
東
宮
と
定
め
ぬ
、
時
ニ
先
帝
之
籠
臣
藤
原
仲
成
并
ニ
御
愛
仲
成
妹
、
薬
子
兄
妹
威
勢
な
き
を
恨
ミ
、
頻
ニ
都
移
し
流
言
を
以
て
、
平
城
帝
ニ
再
祚
を
ク
ス
リ
コ
勧
め
奉
リ
、
仲
成
・
薬
子
之
兄
妹
大
臣
皇
之
位
ニ
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
須
藤
茂
樹
・
磯
崎
進
之
介
名
倉
稔
・
南
城
賢
志
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資
料史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
三
三
昇
て
権
を
振
ん
と
の
謀
返
な
り
け
れ
ハ
、
此
事
ニ
付
、
先
帝
當
今
御
兄
弟
中
悪
く
成
て
、
既
ニ
軍
事
ニ
及
へ
リ
、

る
に
平
城
太
上
皇
・
仲
成
等
之
兵
（
二
丁
目
表
）
軍
利
あ
ら
す
し
て
、
終
ニ
薬
子
ハ
毒
を
呑
ミ
仲
成
ハ
（
マ
マ
）
殘
罪
セ
ら
れ
、
東
宮
皇
太
子
高
岳
親
王
も
こ
の
企
に
組
す
る
由
ニ
聞
け
れ
ハ
、
終
ニ
東
宮
を
す
へ
り
、
弘
法
大
師
に
従
て
出
家
給
ひ
大
師
十
大
弟
子
之
随
一
先
帝
も
奈
良
法
諱
ハ
眞
如
親
王
、
の
宮
ニ
蟄
し
給
ひ
、
弥
不
和
な
り
け
る
、
此
時
弘
仁
六
年
平
城
帝
四
十
二
歳
ニ
成
せ
給
ふ
に
依
て
、
大
師
ニ
平
和
之
内
勅
有
け
れ
ハ
、
大
師
も
御
同
齢
之
事
故
、
兼
て
深
山
大
澤
拝
藪
行
脚
之
日
、
厄
除
佛
有
縁
相
應
（
二
丁
目
裏
）
之
地
を
見
定
め
置
れ
給
ふ
事
な
れ
ハ
、
旦
く
護
侍
僧
之
職
を
辞
て
密
ニ
阿
波
國
日
和
佐
浦
へ
渡
海
し
給
ひ
、
當
寺
ニ
て
薬
師
の
像
を
彫
ミ
、
上
ハ
平
城
帝
之
内
勅
ニ
應
し
、
次
ハ
自
の
厄
難
消
除
、
下
ハ
末
世
衆
生
之
為
ニ
禳
厄
會
を
修
し
給
ひ
け
れ
ハ
、
真
言
不
思
議
之
咒
力
を
以
て
、
仲
成
・
薬
子
自
己
の
謀
返
な
る
事
顯
れ
て
平
城
・
嵯
峨
之
両
帝
御
中
元
の
如
く
ニ
成
給
ぬ
、
此
弘
仁
六
年
之
禳
厄
會
大
師
密
ニ
修
し
給
と
い
へ
と
も
、
自
然
と
（
三
丁
目
表
）
嵯
峨
帝
之
天
聴
ニ
入
て
、
委
く
勅
問
答
あ
り
し
か
ハ
、
御
感
有
て
嵯
峨
太
上
皇
寶
齢
六
七
の
御
時
天
長
三
年
大
師
ニ
勅
し
、
亦
於
當
山
大
師
再
ヒ
禳
厄
會
を
修
し
給
ふ
、
其
後
天
長
七
年
當
今
淳
和
天
皇
桓
武
第
三
四
十
皇
子
二
歳
之
御
時
亦
復
大
師
ニ
勅
し
、
大
内
記
小
野
篁
朝
臣
渡
海
有
て
禳
厄
御
願
宣
旨
并
法
會
料
ニ
播
磨
国
之
稲
五
百
束
を
下
し
賜
り
、
善
美
を
尽
し
て
堂
舎
修
造
し
、
大
師
三
ヶ
度
禳
厄
之
勅
會
を
修
し
給
ふ
、
此
吉
例
を
以
て
（
三
丁
目
裏
）
以
来
上
下
貴
賤
厄
年
ニ
當
り
ぬ
れ
ハ
、
當
寺
へ
歩
を
運
事
、
月
日
を
追
て
弥
増
し
ぬ
、
大
師
嵯
峨
帝
に
勅
答
な
く
、
凡
厄
神
の
祟
り
悪
星
の
障
ハ
真
言
咒
力
に
あ
ら
さ
れ
ハ
免
れ
が
た
し
、
大
聖
世
尊
す
ら
厄
年
ニ
提
婆
の
難
ニ
羅
り
て
足
指
よ
り
血
を
出
し
、
至
聖
の
孔
子
モ
猶
以
て
凶
運
ニ
陳
蔡
の
暴
ニ
値
へ
り
、
若
然
ら
ハ
、
此
玉
ふ
尊
像
ニ
當
寺
歸
命
し
て
深
く
祈
る
へ
し
と
い
へ
り
、
本
尊
大
師
開
基
時
上
下
石
壇
自
然
ニ
男
女
ノ
厄
年
ニ
蒙
り
、
（
四
丁
目
表
）
金
堂
廿
八
柱
ハ
廿
八
宿
を
移
す
と
云
々
、
一
清
和
天
皇
本
尊
を
拝
し
、
并
御
剱
錦
帳
奉
納
の
来
由
、
寺
傳
云
、
元
慶
四
年
清
和
天
皇
御
飾
を
下
し
玉
ひ
、
畿
内
近
國
閣
名
山
佛
閣
見
巡
り
給
時
、
當
寺
本
尊
の
霊
異
を
慕
セ
給
ふ
と
い
へ
と
も
、
山
海
隔
り
ぬ
れ
ハ
、
旦
く
丹
波
国
水
尾
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
三
四
寺
ニ
皇
居
有
て
、
阿
波
国
へ
勅
使
を
下
し
、
本
尊
を
動
座
な
さ
せ
ら
れ
、
別
水
尾
寺
ニ
て
本
尊
薬
師
如
来
ニ
主
孫
長
御
倫
旨
久
を
祈
り
給
ひ
御
愛
剱
并
錦
帳
を
収
め
給
ふ
と
云
々
、
（
四
丁
目
裏
）
一
昔
本
尊
の
霊
像
南
沖
の
方
ニ
向
い
給
ひ
ぬ
れ
ハ
、
順
風
ニ
躬
る
が
向
如
き
舩
も
本
尊
の
正
面
ニ
至
り
ぬ
れ
ハ
、
忽
ニ
逗
ト
て
進
事
を
得
ず
、
依
て
舩
人
等
帆
を
下
け
、
積
物
を
海
に
入
れ
遙
拝
積
物
之
舩
尾
也
せ
り
と
そ
、
一
寛
平
法
皇
禳
厄
の
為
ニ
潜
ニ
当
山
ニ
玉
趾
を
止
め
給
ひ
、
只
禳
厄
の
御
祈
耳
な
ら
す
、
秘
密
の
御
修
練
を
励
し
給
ふ
と
そ
、
延
喜
八
年
法
皇
宸
筆
御
願
、
又
ハ
當
寺
第
一
の
重
寶
な
り
し
ニ
文
治
の
火
災
ニ
焼
亡
す
、
誠
ニ
惜
む
へ
き
事
な
り
や
古
記
に
（
五
丁
目
表
）
見
へ
た
り
、
一
延
長
四
年
、
御
父
君
寛
平
法
皇
御
勧
ニ
依
て
、
延
喜
帝
藤
原
清
貫
卿
を
禳
厄
の
勅
使
と
し
て
、
阿
波
国
勝
浦
庄
を
永
く
本
尊
の
修
供
ニ
充
て
給
ふ
宣
旨
賜
り
ぬ
、
一
天
慶
年
中
阿
波
介
紀
国
風
と
言
へ
る
国
司
當
寺
本
セ
リ
尊
を
深
く
信
す
、
或
る
時
軍
陳
進
退
斯
の
如
く
用
ゆ
へ
し
と
の
霊
夢
を
蒙
れ
り
、
深
信
の
国
風
夢
の
告
の
如
く
軍
勢
催
促
し
待
け
る
處
ニ
、
伊
予
掾
藤
原
之
純
友
伊
予
・
讃
岐
ノ
方
よ
り
不
時
ニ
（
五
丁
目
裏
）
寄
セ
来
れ
共
、
霊
夢
の
告
ニ
よ
り
て
待
設
け
た
る
国
風
、
兼
て
夢
ニ
告
給
ひ
し
陳
立
ニ
て
い
と
ミ
戦
け
れ
ハ
、
不
思
議
成
か
な
黒
雲
の
間
よ
り
薬
師
如
来
・
十
二
深
夜
叉
の
類
を
左
右
に
守
玉
ふ
上
随
へ

上
雨
霰
の
如
く
矢
石
を
飛
し
て
攻
け
れ
ハ
、
多
勢
強
敵
の
純
友
な
れ
と
異
神
眼
ニ
さ
へ
き
り
物
ニ
お
そ
わ
る
る
心
地
し
て
、
當
国
并
淡
路
の
間
ニ
て
数
度
国
風
ニ
追
伐
せ
ら
れ
、
純
友
の
多
勢
大
半
伐
な
さ
れ
て
、
漸
く
手
勢
引
具
し
、
備
前
・
播
磨
の
方
へ
逃
け
帰
り
ぬ
、
是
偏
ニ
本
尊
薬
師
如
来
の
加
（
六
丁
目
表
）
ハ
護
力
な
り
と
て
、
紀
国
風
は
信
心
肝
ニ
銘
し
、
益
當
時
ニ
歩
を
運
ひ
、
後
ニ
當
山
ニ
六
角
堂
を
建
立
せ
り
、
依
て
世
人
六
角
國
と
呼
し
と
な
ん
、
或
説
紀
國
風
六
角
京
に
住
け
る
ゆ
へ
と
も
言
へ
り
、
都
一
冷
泉
院
帝
禳
厄
曾
勅
使
あ
り
と
云
、
正
暦
年
中
の
事
歟
、
一
御
冷
泉
院
禳
厄
御
願
ニ
宸
筆
金
字
薬
師
経
を
納
め
給
と
云
々
、
冶
暦
二
年
此
帝
四
十
二
歳
ニ
な
ら
せ
給
ふ
由
、
明
一
寛
治
七
年
白
河
法
皇
の
院
使
院
護
持
僧
隆
命
僧
都
渡
海
し
天
台
宗
近
江
園
城
寺
僧
て
禍
厄
曾
を
修
す
と
云
々
、
天
永
元
年
當
山
住
職
宥
山
阿
闍
ヨ
リ
明
治
十
一
□
一
退
七
寺
□
□
筆
□
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
三
五
（
六
丁
目
裏
）
梨
ニ
勅
し
て
法
皇
六
十
一
の
禳
厄
曾
を
修
せ
し
む
、
但
寛
治
年
中
隆
命
僧
都
の
御
修
法
ニ
ハ
宥
山
十
二
天
供
を
修
し
、
天
永
の
御
修
法
ニ
ハ
宥
山
自
ら
大
壇
の
阿
闍
梨
を
勤
る
と
の
支
度
注
進
伴
僧
巻
数
等
の
案
文
當
寺
宝
蔵
ニ
あ
り
し
ニ
文
治
回
録
に
焼
亡
す
、
然
共
西
院
聖
教
ニ
往
々
ニ
此
修
法
の
事
を
載
た
り
、
一
天
養
元
年
鳥
羽
法
皇
禳
厄
の
院
使
あ
り
と
云
々
、
一
文
治
四
年
の
火
災
後
鳥
羽
院
新
佛
造
立
并
秘
佛
の
来
由
、
寺
傳
云
、
文
治
四
年
ニ
火
災
起
り
て
、
同
舎
残
ら
ず
焦
士
と
（
七
丁
目
表
）
な
れ
り
、
此
時
風
励
し
く
本
尊
を
出
得
か
た
く
、
皆
忙
然
と
し
て
見
る
所
ニ
薬
師
如
来
光
を
放
ち
、
自
ら
飛
出
ぬ
ひ
、
堂
の
辺
の
桜
の
木
ニ
厳
然
と
し
て
座
し
給
い
火
鎮
り
て
西
を
さ
し
て
飛
去
り
給
ふ
、
西
へ
六
十
町
斗
ヲ
入
て
玉
の
形
な
る
山
に
窟
あ
り
、
夫
よ
り
夜
々
光
を
放
つ
、
此
山
ハ
當
寺
奥
院
玉
厨
子
山
是
な
り
、
後
鳥
羽
院
深
く
歎
せ
給
ひ
、
頼
朝
卿
ニ
勅
し
時
之
御
倫
旨
も
後
ニ
焼
失
と
申
伝
ふ
新
佛
を
安
置
し
玉
ふ
、
伽
藍
再
建
奉
行
尾
形
臣
入
佛
供
養
落
慶
設
楽
某
申
と
棟
礼
ニ
有
の
日
貴
賤
群
衆
の
時
、
白
昼
ニ
彼
窟
よ
り
先
ニ
飛
去
り
給
ふ
、
（
七
丁
目
裏
）
本
尊
薬
師
如
来
此
東
雲
ニ
乗
し
妙
な
る
光
を
放
て
帰
り
給
ひ
、
玉
ふ
厨
子
の
内
へ
入
ら
せ
ら
れ
ぬ
、
新
佛
と
向
ひ
座
し
給
へ
ハ
せ
ら
へ
後
而
薬
師
と
云
、
自
然
ニ
扉
閉
て
開
く
事
能
さ
れ
ハ
、
以
来
秘
佛
と
ハ
な
り
ぬ
、
此
時
飛
入
給
ふ
儘
、
後
へ
向
き
帰
し
帰
せ
ハ
、
正
面
の
海
中
の
通
万
舩
逗
す
る
事
息
ミ
ぬ
と
、
然
共
此
遺
風
に
や
中
古
に
て
土
佐
通
の
舩
薪
抔
ニ
名
を
印
し
海
ニ
入
、
本
尊
に
流
棒
け
し
に
、
自
然
に
當
浦
ニ
浮
着
て
土
人
捧
け
来
れ
る
事
、
●
●
あ
り
古
木
今
尚
存
せ
り
（
八
丁
目
表
）
一
土
御
門
皇
居
并
下
馬
、
下
乗
礼
の
来
由
寺
傳
云
、
後
鳥
羽
院
倉
橋
庄
の
事
よ
り
北
條
義
時
と
合
戦
ニ
及
ひ
、
禁
裏
方
の
軍
利
あ
ら
す
し
て
、
後
鳥
羽
院
ハ
隠
岐
國
へ
遷
さ
れ
、
皇
子
土
御
門
院
ハ
鎌
倉
追
討
之
催
、
然
ら
さ
る
由
、
父
君
後
鳥
羽
院
ニ
諌
め
入
れ
ら
れ
し
か
と
も
、
御
聞
入
な
く
、
か
か
る
大
変
ニ
及
ヘ
り
、
依
て
土
御
門
院
の
御
罪
鎌
倉
の
評
定
区
々
な
れ
共
、
御
親
子
の
事
な
れ
ハ
御
兄
弟
の
皇
子
諸
共
土
御
門
院
上
皇
も
土
佐
国
へ
遷
さ
れ
給
ひ
ぬ
、
其
後
（
八
丁
目
裏
）
●
●
嘉
禄
二
年
阿
波
へ
遷
り
、
當
寺
を
皇
居
と
し
て
遂
ニ
寛
喜
三
年
十
月
十
二
日
崩
御
し
給
ふ
、
今
ニ
東
大
門
跡
ノ
下
馬
礼
、
西
大
門
、
今
の
仁
王
門
ニ
下
馬
礼
有
ハ
八
十
三
代
土
御
門
院
皇
居
の
先
（
マ
マ
）
縦
な
り
、
一
円
満
院
宮
御
渡
海
并
伽
藍
修
造
の
来
由
寺
傳
云
、
土
御
門
院
御
諌
の
事
、
鎌
倉
ニ
評
定
有
て
土
御
門
院
崩
御
十
余
ヶ
年
後
土
御
門
院
第
二
皇
子
後
嵯
峨
院
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
三
六
御
即
位
ま
し
ま
し
ぬ
、
依
之
寛
治
元
年
冬
よ
り
當
山
（
九
丁
目
表
）
伽
藍
再
婚
な
さ
せ
ら
れ
、
翌
二
年
土
御
門
院
第
一
皇
子
圓
満
院
仁
助
法
親
王
落
慶
の
法

ニ
入
ら
せ
給
ひ
、
尚
又
土
御
門
院
御
遺
骨
を
山
城
國
山
科
ニ
遷
さ
れ
給
ふ
、
依
て
今
土
御
門
院
陵
ハ
當
山
ニ
ハ
な
し
云
々
、
一
御
深
草
院
御
宇
ニ
も
後
嵯
峨
上
皇
猶
自
ら
政
を
聞
召
れ
、
数
千
貫
庄
を
當
寺
に
寄
せ
給
ふ
と
そ
、
其
所
詳
な
ら
す
、
後
嵯
峨
上
皇
禳
厄
御
願

御
綸
旨
被
下
置
五
層
塔
を
建
立
し
玉
ひ
、
厳
重
の
供
養
な
り
、
寔
ニ
當
山
伽
藍
僧
坊
繁
栄
成
ハ
此
時
ニ
な
ん
申
傳
た
り
、
其
後
弘
（
九
丁
目
裏
）
安
七
年
後
深
草
法
皇
禳
厄
會
の
儀
式
御
兄
上
皇
の
例
の
如
し
と
云
々
、
一
亀
山
法
皇
禳
厄
會
并
大
明
國
御
渡
海
の
来
由
寺
傳
云
、
正
應
三
年
九
月
三
日
之
夜
、
甲
斐
源
氏
末
葉
強
弓
達
者
悪
黨
者
浅
原
八
郎
為
頼
鎌
倉
禁
錮
父
子
三
人
の
武
士
禁
裏
へ
馳
入
、
天
使
御
座
所
を
尋
る
内
ニ
宿
直
の
武
士
五
十
人
斗
防
き
戦
ふ
、
為
頼
叶
ハ
し
と
思
ひ
腹
巻
脱
き
捨
褥
御
座
所
の
菌
の
上
ニ
而
切
腹
す
、
右
の
刀
ハ
亀
山
法
皇
籠
（
十
丁
目
表
）
臣
三
條
中
将
實
守
朝
臣
重
代
の
名
釼
な
る
事
か
く
れ
な
け
れ
ハ
、
六
波
羅
よ
り
實
守
朝
臣
を
召
取
て
糾
明
す
る
に
亀
山
院
の
皇
子
儲
君
数
多
ま
し
ま
す
を
捨
置
、
立
鎌
倉

即
位
潜
祚
東
宮
在
坊
我
儘
ニ
致
す
事
を
亀
山
法
皇
深
く
恨
ミ
給
ひ
、
為
頼
ニ
乱
妨
せ
し
む
る
由
ニ
聞
へ
け
れ
ハ
、
亀
山
院
を
六
波
羅
ヘ
押
込
メ
奉
り
、
巳
ニ
遠
流
と
の
沙
汰
ニ
及
し
時
、
亀
山
院
御
歳
四
厄
祟
な
れ
ハ
と
て
南
禅
寺
の
十
二
と
云
開
祖
大
明
国
師
を
密
ニ
當
寺
へ
下
し
、
禳
厄
會
を
修
し
（
十
丁
目
裏
）
給
ふ
に
、
不
思
議
成
哉
、
禳
厄
の
感
應
空
し
か
ら
す
、
法
験
あ
ら
ハ
れ
て
、
鎌
倉
の
疑
晴
れ
事
忽
ニ
静
り
ぬ
云
々
、
一
西
園
寺
殿
下
并
右
大
将
家
、
北
条
六
波
羅
等
祈
願
寄
付
状
等
数
通
有
り
、
是
等
以
下
細
川
家
寄
附
状
等
数
通
蓬
庵
様
・
忠
英
様
江
奉
入
御
上
覧
候
由
、
委
細
以
下
ニ
記
之
、
一
伏
見
上
皇
禳
厄
の
院
使
、
徳
治
年
中
ニ
有
り
と
云
、
一
後
宇
多
法
皇
禳
厄
會
内
勅
の
来
由
寺
傳
云
、
延
慶
二
年
當
寺
住
持
薩
摩
律
師
圓
真
を
（
一
一
丁
目
表
）
後
宇
多
法
皇
御
所
嵯
峨
大
覚
寺
へ
召
さ
れ
て
御
法
話
有
り
圓
真
ハ
時
の
、
猶
法
皇
當
厄
消
除
の
御
修
法
圓
真
内
勅
を
学
匠
な
り
蒙
り
修
奉
る
、
此
時
よ
り
當
寺
代
々
嵯
峨
御
所
ニ
而
得
度
剃
髪
庭
儀
灌
頂
等
を
授
与
せ
ら
る
後
、
天
和
二
年
御
改
の
砌

今
ニ
右
御
所
御
直
末
寺
な
り
、
一
以
来
北
條
の
末
、
世
上
物
騒
な
れ
ハ
、
勅
使
院
使
止
之
ぬ
と
云
々
、
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
三
七
寺
傳
云
、
以
上
古
代
縁
起
ハ
文
和
三
年
十
二
月
一
日
南
蔵
院
主
法
眼
昇
堂
記
之
と
奥
書
ニ
見
た
り
、
（
十
一
丁
目
裏
）
一
伽
藍
棟
札
ニ
貞
治
五
年
大
檀
主
四
国
探
題
細
川
右
馬
頭
頼
之
修
造
之
供
養
導
師
薬
王
寺
宥
海
上
人
と
あ
り
、
一
細
川
頼
之
禳
厄
并
別
願
の
来
由
寺
傳
云
、
應
安
元
年
京
都
へ
上
屋
形

細
川
家
臣
宇
佐
平
太
左
衛
門
尉
當
寺
ニ
参
籠
し
て
禳
厄
會
を
修
す
、
其
時
武
蔵
守
ニ
任
し
、
官
領
為
望
之
由
、
頼
之
當
寺
之
状
に
右
文
段
見
た
り
、
此
別
願
遂
ニ
叶
し
と
や
、
一
康
暦
年
中
頼
之
管
領
職
被
止
て
、
當
國
へ
帰
り
剃
髪
し
て
常
久
（
十
二
丁
目
表
）
と
改
、
尤
此
時
當
寺
ニ
参
籠
し
て
再
ヒ
管
領
ニ
任
ル
事
を
本
尊
ニ
祈
る
ニ
、
本
尊
薬
師
夢
想
の
告
あ
り
て
、
遂
ニ
明
徳
二
年
ニ
上
京
再
任
す
と
云
々
、
一
細
川
前
武
蔵
守
頼
之
入
道
常
久
京
都

薬
王
寺
寺
領
五
百
石
永
代
可
令
寄
附
之
由
寄
附
状
并
添
書
有
り
、
偏
ニ
本
尊
霊
夢
願
望
成
就
之
故
歟
と
云
々
、
一
應
永
七
年
義
満
将
軍
禳
厄
會
ニ
付
、
細
川
頼
元
修
造
之
と
、
委
ハ
棟
礼
ニ
見
た
り
、
（
十
二
丁
目
裏
）
一
應
永
廿
四
年
義
持
将
軍
禳
厄
ニ
付
、
右
台
命
を
蒙
由
、
細
川
右
京
太
夫
満
元
の
状
ニ
見
た
り
、
一
義
教
将
軍
、
義
政
将
軍
禳
厄
の
時
、
皆
以
細
川
家
先
例
之
如
く
台
命
を
蒙
と
云
々
、
一
敵
将
山
名
調
伏
護
摩
の
来
由
闢
寺
傳
云
、
抑
應
仁
の
軍
ハ
開
癖
以
来
、
日
本
惣
乱
の
根
元
ニ
而
、
就
中
御
國
城
主
京
都
管
領
職
細
川
右
京
大
夫
勝
元
、
其
ト
ヨ
味
方
十
八
ヶ
所
國
諸
大
名
の
勢
十
六
万
騎
、
敵
方
ハ
山
名
持
豊
（
十
三
丁
目
表
）
入
道
宗
全
、
伹
馬
・
播
摩
廿
五
ヶ
國
大
名
十
一
万
騎
の
勢
、
天
下
両
段
ニ
分
て
、
京
都
の
東
西
ニ
陳
を
取
り
、
七
ヵ
年
の
間
毎
日
毎
夜
合
戦
セ
リ
、
文
明
四
年
ハ
大
將
細
川
勝
元
厄
年
ニ
而
、
扨
當
寺
ハ
祈
願
寺
之
上
、
先
縦
の
吉
例
な
れ
ハ
、
禳
厄
の
法
會
を
設
け
、
尚
又
當
寺
住
職
宥
増
僧
都
ニ
命
し
て
、
敵
將
調
状
の
秘
法
を
修
せ
し
、
尤
日
時
調
状
護
摩
呂
壇
の
中
へ
ふ
し
ぎ
と
入
道
持
豊
滅
亡
の
法
験
顕
色
ル
れ
ハ
血
を
吐
き
矢
を
負
て
真
逆
様
に
落
入
有
様
顕
れ
し
ハ
、
誠
ニ
不
思
議
、
竒
特
の
法
驗
な
り
、
早
速
京
都
へ
（
十
三
丁
目
裏
）
注
進
ニ
及
候
處
ニ
、
山
名
入
道
遂
ニ
病
死
し
、
細
川
勝
元
勝
利
と
な
り
、
京
都
の
乱
ハ
静
り
ぬ
、
此
應
仁
の
乱
よ
り
、
足
利
家
威
勢
衰
へ
て
分
國
押
領
、
君
臣
父
子
乱
妨
の
戦
國
と
ハ
な
れ
リ
、
御
國
細
川
家
も
衰
へ
て
三
好
、
松
永
権
抦
を
と
り
、
當
寺
細
川
家
合
力
も
そ
も


ニ
成
ぬ
、
其
上
天
正
初
ニ
ハ
土
佐
守
長
曽
我
部
元
親
の
子
息
の
舩
牟
岐
浦
着
岸
之
処
、
右
浦
人
ニ
殺
さ
れ
、
父
元
親
淺
川
、
牟
岐
辺
を
乱
妨
セ
し
、
餘
殃
ニ
當
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
三
八
踏寺
所
々
跡
ミ
あ
ら
し
ニ
よ
り
、
弥
堂
舎
破
壊
ニ
及
ひ
ぬ
と
云
々
、
（
十
四
丁
目
表
）
當
寺
本
尊
へ
一
難
風
ニ
而
舩
正
ニ
覆
ら
ん
と
す
る
時
、
髪
を
剪
り

祈
誓
す
れ
ハ
、
本
尊
其
難
を
救
ひ
、
ま
た
ハ
難
産
ニ
而
巳
ニ
絶
入
女
の
髪
を
剪
り
本
尊
に
奉
れ

祈
念
す
れ
ハ
忽
蘇
生
安
産
せ
る
事
安
産
蘇
生
其
数
多
し
、
男
女
と
も
髪
ヲ
剪
て
本
尊
へ
棒
祈
請
す
る
輩
多
し
今
ニ

新
ニ
剪
男
女
の
髪
数
十
た
へ
、
る
時
な
し
、
信
す
れ
ハ
霊
験
弥
新
成
も
の
欤
、
以
上
、
中
古
縁
起
自
下
御
當
代
今
古
の
来
由
一
家
政
様
伽
藍
御
修
覆
本
尊
供
米
領
并
宥
英
上
人
の
来
由
遊
さ
れ
等
寺
傳
云
蓬
庵
様
御
入
國

御
國
中
旧
跡
霊
佛

御
尋
被
遊
候
中
ニ
、
當
本
尊
御
耳
ニ
達
、
干
後
御
巡
國
之
砌
、
當
寺
伽
藍
（
十
四
丁
目
裏
）
三
十
六
ヶ
所
薬
師
堂
七
間
四
面
釈
迦
堂
三
間
四
面
五
層
塔
弐
間
半
護
摩
堂
弐
間
半
三
間
大
師
堂
三
間
四
面
求
聞
持
堂
弐
間
四
面
六
角
堂
壱
間
半
六
面
観
音
堂
壱
間
半
四
面
一
切
経
蔵
弐
間
半
四
面
千
体
薬
師
堂
壱
間
半
弐
間
十
王
堂
壱
間
弐
間
護
神
堂
壱
間
四
方
鐘
様
堂
壱
間
半
四
面
午
王
堂
弐
間
四
面
鎮
守
白
山
権
現
社
一
宇
御
拝
殿
壱
間
半
弐
間
半
祇
園
社
愛
宕
社
住
吉
社
弁
天
社
山
神
社
各
五
尺
四
方
鳥
居
高
壱
丈
余
西
大
門
東
大
門
各
三
間
半
弐
間
余
下
（
一
五
丁
目
表
）
寺
家
馬
札
下
乗
札
本
坊
薬
王
寺
客
殿
庫
裏
宝
蔵
正
覚
院
持
寶
院
北
室
院
上
之
坊
神
明
院
東
之
坊
仙
蔵
院
南
蔵
院
中
之
坊
下
之
坊
安
養
院
池
之
坊
十
二
ヶ
寺
ハ
僧
中
以
上
堂
舎
三
十
六
ヶ
所
余
并
中
古
綸
旨
、
御
教
書
、
細
川
家
寄
附
状
等
御
覧
被
遊
、
國
中
第
一
之
伽
藍
無
比
類
由
緒
等
遂
一
御
感
心
被
為
在
、
種
々
御
彌
歎
之
御
秀
詞
御
座
候
而
、
御
祈
願
寺
ニ
被
仰
付
、
猶
當
寺
ニ
御
止
宿
被
為

成
住
持
宥
英
被
召
出
、
御
咄
伽
申
上
候
、
因
ミ
上
人
俗
姓
（
十
五
丁
裏
）
御
尋
ニ
付
拙
坊
起
立
者
濱
権
正
入
道
安
心
嫡
子
之
元
禄
元
年
先
祖
ハ
源
三
位
頼
政
之
苗
裔
十
一
歳
之
時
、
嵯
峨
御
所
ニ
而
得
度
剃
髪
仕
中
年
高
野
住
山
事
、
教
呂
律
十
八
ケ
年
天
正
十
四
年
遊
学
之
処
、
當
寺
先
住
宥
深
上
人
附
属
を
受
ケ
住
職
仕
居
候
、
父
入
道
は
御
存
知
之
者
ニ
而
御
座
候
旨
、
申
上
候
、
濱
権
正
入
道
安
心
ハ
蓬
菴
様
竹
馬
御
同
様
之
御
事
故
、
當
寺
ニ
而
親
子
共
親
く
御
咄
申
上
候
、
且
仰
之
中
ニ
古
代
・
近
代
寺
領
場
所
御
尋
ニ
付
、
開
山
八
百
年
以
来
天
子
（
十
六
丁
表
）
御
朱
印
区
ニ
御
座
候
処
、
唯
今
之
伽
藍
者
、
後
嵯
峨
・
御
深
草
両
帝
の
御
建
立
を
三
百
年
余
時
々
建
替
ヘ
建
續
仕
候
而
し
、
又
寺
領
も
細
川
家

五
百
石
被
充
行
御
座
候
處
、
五
十
ケ
年
以
来
者
軍
馬
・
人
夫
等
寺
領
ニ
迠
相
掛
リ
、
右
五
百
石
も
追
々
打
捨
リ
ニ
相
成
、
唯
今
ニ
而
ハ
見
ヘ
掛
ニ
開
タ
之
地
御
座
候
を
、
土
州
五
臺
山

召
連
来
候
家
来
并
當
寺
譜
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
三
九
代
之
者
共
ニ
為
作
寺
相
続
仕
候
故
、
却
而
安
穏
ニ
罷
在
候
ゑ
共
、
御
覧
被
遊
候
通
、
伽
藍
破
壊
ハ
誠
ニ
迷
惑
ニ
及
申
（
十
六
丁
目
裏
）
由
申
上
候
処
、
蓬
菴
様
仰
ニ
ハ
伽
藍
修
覆
并
五
百
石
場
所
も
免
許
地
ニ
致
可
遣
旨
被
仰
所
候
、
御
元
ニ
宥
英
申
上
人
ハ
伽
藍
御
修
覆
被
成
下
儀
、
難
有
旨
御
受
申
仕
候
上
也
共
知
行
御
受
ヶ
申
上
候
而
ハ
、
又
候
軍
馬
人
夫
等
ニ
迷
惑
に
及
候
様
相
意
得
候
ニ
哉
、
寺
領
御
寄
附
之
義
遮
而
御
辞
退
申
上
候
ニ
付
、
誠
之
出
家
成
哉
と
御
答
被
為
立
候
而
被
仰
付
候
ニ
ハ
、
古
代

由
緒
連
綿
タ
ル
、
本
尊
も
境
内
見
通
ニ
於
て
高
十
五
石
、
本
尊
為
供
米
料
寄
附

并
境
内
山
林
竹
木
等
ヲ
御
免
許
可
致
置
と
の
御
儀
ニ
而
（
十
七
丁
目
表
）
御
證
文
被
成
下
并
伽
藍
丗
六
ヶ
所
余
も
無
程
御
修
覆
被
為
仰
付
候
、
尤
も
右
御
證
文
ニ
て
御
引
渡
被
成
候
、
田
畠
物
成
七
十
石
も
有
之
候
処
、
享
保
年
中
御
檢
地
入
高
五
十
石
余
打
出
ニ
相
成
リ
、
以
来
薬
王
寺
名
負
と
し
て
御
上
へ
御
年
貢
歟
成
申
候
、
御
檢
地
奉
行
へ
御
由
緒
不
申
処

、
右
様
成
行
候
者
時
之
無
念
と
申
傳
居
申
候
、
一
送
夫
被
下
候
来
由
寺
傳
云
蓬
菴
様
御
本
城
并
西
御
丸
ヘ
度
々
宥
英
被
（
十
七
丁
目
裏
）
召
出
福
聚
寺
東
岳
長
老
様
と
御
咄
申
上
候
時
、
長
老

内
示
申
上
候
ニ
付
、
蓬
菴
様
被
迎
出
候
ハ
薬
王
寺
義
ハ
、
渭
津
（
マ
マ
）
姓
来
遠
方
、
殊
ニ
山
坂
難
渋
可
致
間
、
送
夫
八
人
此
度
相
渡
可
申
と
の
御
事
ニ
而
難
有
御
意
を
受
ヶ
申
候
、
但
比
節
ハ
御
札
守
月
々
指
上
候
ニ
、
直
ニ
罷
出
、
或
ハ
代
僧
又
ハ
家
来
ヲ
以
て
も
直
ニ
御
城
へ
指
上
候
、
濱
入
道

家
来
使
ニ
書
状
并
ニ
献
上
品
抔
指
上
右
蓬
菴
様

之
御
返
候
翰
御
加
筆
ニ
薬
王
寺

家
来
指
越
候
ニ
何
品
贈
給
令
祝
着
候
抔
御
文
章
（
十
八
丁
目
表
）
等
通
濱
氏
之
家
ニ
御
座
候
、
一
敬
台
院
様
求
子
御
祈
祷
并
御
奉
ヲ
納
物
の
来
由
寺
傳
云
至
鎮
様
も
宥
英
ヲ
御
同
断
御
懇
切
被
成
下
、
尚
又
敬
台
院
様

求
子
御
祈
祷
蒙
御
長
々
御
札
守
指
上
成
候
処
、
近
々
御
願
満
被
為
遊
御
誕
生
被
為
立
候
、
就
中
忠
英
様
亥
御
歳
之
由
敬
台
院
様

御
別
願
御
祈
祷
被
仰
付
候
、
元
和
二
年
御
代
参
林
道
感
殿
御
佛
詣
被
成
、
至
鎮
様

御
紋
附
幕
并
佛
具
等
品
々
御
奉
納
并
宥
（
十
八
丁
目
裏
）
英
へ
御
布
施
物
巻
物
等
被
下
置
拝
領
仕
候
、
敬
台
院
様

も
種
々
御
奉
納
被
為
進
候
、
右
住
持
宥
英
者
其
後
、
土
佐
國
彼
五
台
山
へ
罷
帰
り
右
寺
ニ
而
正
保
元
年
遷
化
仕
候
、
忠
一
英
英
様
元
和
四
年
、
五
年
就
御
病
気
別
願
御
祈
祷
蒙
仰
候
、
御
在
江
戸
ニ
而
直
ニ
難
指
上
候
ニ
付
、
敬
台
院
様
へ
御
札
守
指
上
申
候
、
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
四
〇
一
忠
英
様
寛
永
二
年
薬
師
長
日
護
摩
台
齢
千
秋
御
武
運
長
久
御
祈
祷
被
仰
付
、
壱
ヶ
年
ト
護
摩
三
百
六
十
余
ヲ
座
毎
歳
巻
数
指
上
申
候
、
右
比
前
後
御
常
例
共
御
札
上
ニ
罷
成
候
（
十
九
丁
目
表
）
砌
、
不
為
受
送
夫
被
下
置
候
、
一
伽
藍
丗
六
ヶ
所
余
再
焼
失
の
来
由
寺
傳
云
、
天
正
之
末
蓬
庵
様
御
修
造

至
鎮
様
壱
ヶ
度
忠
英
様
壱
ヶ
度
皆
以
御
作
事
附
御
手
普
請
ニ
而
御
修
覆
被
仰
付
候
処
、
寛
永
十
六
年
八
月
六
日
夜
失
火
ニ
而
堂
舎
僧
坊
并
寶
歳
共
丗
六
ヶ
所
之
伽
藍
等
悉
く
焼
失
仕
、
殊
ニ
蓬
庵
様
本
尊
供
米
御
證
文
山
林
御
免
状
并
殺
生
禁
断
札
、
下
馬
下
乗
札
を
始
、
中
古
綸
旨
院
宣
（
十
九
丁
目
裏
）
并
将
軍
御
教
書
細
川
家
寄
附
状
外
ニ
品
々
之
囗
納
物
此
時
鳥
有
と
相
成
候
、
誠
可
恐
惜
限
ニ
御
座
候
、
一
切
支
丹
御
改
相
始
り
此
辺
之
分
薬
王
寺
ニ
被
仰
付
相
改
申
候
、
其
後
濱
幾
右
衛
門
へ
仰
付
候
由
筆
記
御
座
候
、
一
義
傳
様
御
石
碑
之
来
由
寺
傳
云
、
蓬
庵
様
仰
ニ
而
、
忠
英
様
御
代
高
六
尺
斗
成
ル
御
石
碑
峻
徳
院
殿
前
阿
淡
両
州
大
守
四
品
心
岳
義
傳
大
居
士
神
儀
と
御
法
名
彫
附
、
薬
師
堂
ノ
上
ノ
山
ニ
御
（
二
十
丁
目
表
）
木
建
立
御
座
候
処
、
大
風
ニ
而
大
不
折
掛
り
破
損
及
崩
込
ミ
候
処
、
寶
暦
年
中
當
山
ヘ
御
巡
見
使
御
出
前
ニ
郡
所
山
内
理
助
殿
ヘ
直
ニ
内
見
分
被
参
、
早
速
修
覆
被
申
附
候
、
一
本
坊
再
建
假
立
之
来
由
寺
傳
云
、
正
保
年
中
忠
英
様

本
坊
造
立
料
米
五
十
石
、
檜
、
杦
各
五
十
本
、
松
七
十
本
被
下
置
候
ヘ
共
、
假
立
造
用
ニ
も
往
足
不
申
ニ
付
、
増
限
之
義
御
願
申
上
候
処
、
両
度
御
上
洛
以
来
打
続
、
御
手
傳
御
蒙
被
為
立
御
用
途
多
端
ニ
而
（
二
十
丁
目
裏
）
増
限
難
被
仰
付
ニ
付
、
五
、
六
ヶ
年
も
相
見
合
候
処
、
先
達
而
被
下
置
候
御
米
、
徳
嶋
御
蔵
ニ
御
預
ケ
申
置
候
ニ
付
、
毎
年
給
替
ヘ
被
仰
付
御
煩
敷
故
、
何
分
受
取
假
立
ニ
而
成
共
、
再
建
候
様
御
催
促
被
成
候
ニ
付
、
林
伯
耆
殿
、
鳰
左
兵
衛
殿
殿
、
寺
沢
式
部
殿
江
御
國
中
壱
軒
壱
本
初
尾
願
申
上
候
拠
、
御
窺
被
下
願
通
被
仰
付
、
承
應
三
年
光
隆
様
御
代

ニ
鐘
楼
、
中
門
、
方
丈
、
庫
裏
、
寶
蔵
假
立
ニ
成
就
仕
候
、
一
本
堂
御
再
建
の
来
由
（
二
十
一
丁
目
表
）
寺
傳
云
、
光
隆
様
承
應
三
年
廿
五
御
厄
ニ
付
、
六
月
に
御
代
参
原
宅
左
ェ
門
殿
御
参
詣
被
仰
付
候
ハ
、
太
守
様
此
度
本
堂
造
立
之
御
立
願
仕
様
被
為
仰
所
候
間
、
右
御
願
状
仕
候
様
被
申
聞
奉
篭
御
立
願
候
、
其
後
御
病
気
ニ
被
為
入
、
殊
ニ
難
性
之
痘
疹
御
悩
ミ
被
遊
、
當
寺
ヘ
度
々
御
祈
祷
被
仰
付
、
御
札
守
奉
指
上
候
、
追
々
御
平
愈
被
為
遊
、
寛
文
二
寅
歳
本
堂
五
間
四
面
、
鎮
守
、
仁
王
門
右
三
ヶ
所
新
ニ
御
建
立
御
奉
行
濱
幾
左
ェ
門
、
濱
五
郎
兵
衛
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
四
一



（
二
十
一
丁
目
裏
）
翌
卯
年

成
就
仕
候
、
尚
又
御
前
様
御
求
子
之
法
越
前
験
被
聞
召
、
江
戸
へ
御
札
守
指
上
申
候
、
御
取
次
長
谷
川
主
越
前
討
殿
ニ
而
御
懐
胎

ハ
月
々
右
御
御
安
産
之
御
札
主
計
殿

指
上
申
候
、
一
御
當
職
直
當
格
の
来
由
寺
傳
云
蓬
菴
様

薬
王
寺
ハ
、

先
年
ハ
御
頭
人
様
と
も
あ
り
御
當
職
附
ニ
御
定
被
下
、
依
之
諸
事
直
當
ニ
仕
来
候
、
宥
英
上
人
弟
子
宥
秀
并
宥
秀
弟
子
宥
雄
ト
寺
附
属
受
候
砌
、
御
當
職

直
ニ
住
職
（
二
十
二
丁
目
表
）
被
仰
渡
候
、
已
ニ
宥
秀
住
職
被
仰
付
候
ハ
、
寛
文
十
一
年
綱
通
様
久
々
御
在
江
戸
ニ
付
、
山
田
丹
下
殿
御
取
次
ニ
而
難
有
寛
文
御
奉
書
被
下
候
、
宥
雄
ハ
元
禄
八
年
長
谷
川
主
計
殿

被
仰
上
継
目
御
目
見
等
仕
候
、
然
所
寛
文
十
二
年
春

宥
雄
病
気
附
、
上
方
養
生
、
山
田
丹
下
殿
御
願
申
、
尚
又
留
守
居
ハ
弟
子
深
慶
房
ニ
看
坊
御
願
申
上
候
処
、
御
聞
届
被
下
、
上
方
へ
罷
登
候
、
同
年
十
二
月
二
日
延
之
義
、
大
坂
御
蔵
屋
敷
へ
申
処
、
御
頭
人
江
御
窺
被
下
、
御
聞
届
之
上
、
（
二
十
二
丁
目
裏
）
寛
々
養
生
仕
、
延
寶
二
年
八
月
ニ
罷
下
り
、
御
當
職
へ
御
札
ニ
罷
出
候
節
、
郡
所
岩
田
関
左
衛
門
殿
附
ニ
相
成
居
申
ニ
付
、
御
當
職
へ
當
寺
御
由
緒
成
来
ヲ
以
御
歎
申
上
候
処
、
被
仰
聞
候
ハ
、
薬
王
寺
義
ハ
直
當
ニ
書
状
遺
申
寺
捌
ニ
候
得
共
、
長
々
之
留
主
ニ
付
、
看
坊
ヘ
直
當
難
成
、
郡
所
ヘ
相
渡
申
候
、
尤
モ
寺
社
兼
帯
之
郡
所
ニ
候
ヘ
ハ
、
悪
敷
義
有
之
間
敷
候
と
存
シ
得
ハ
是
預
置
候
、
若
心
底
ニ
叶
義
候
ヘ
ハ
、
可
被
申
候
哉
と
の
義
ニ
付
、
御
當
人
直
當
ニ
御
引
直
シ
可
被
下
旨
申
上
、
帰
寺
仕
候
処
、
貞
享
年
中
（
二
十
三
丁
目
表
）

宥
雄
義
、
又
候
長
病
ニ
而
、
遂
ニ
元
禄
八
年
二
月
遷
化
仕
候
、
右
ニ
付
以
来
郡
所
附
ニ
居
リ
罷
有
候
、
此
巳
前
御
用
人
并
御
国
奉
行

之
諸
御
用
御
祈
祷
等
被
仰
付
候
手
紙
数
通
御
座
候
、
一
御
目
見
座
席
相
違
之
来
由
寺
傅
云
、
綱
通
様
御
代
ニ
先
住
宥
雄
延
寶
三
年
御
目
見
ニ
登
城
仕
候
之
処
、
御
用
人
御
指
図
ヲ
以
薬
王
寺
座
遊
席
蓬
菴
様
御
代
ニ
獨
礼
と
席
配
御
定
被
成
候

（
二
十
三
丁
目
裏
）
牛
以
来
太
龍
寺
・

林
寺
に
午
角
年
﨟
戒
﨟
ニ
御
定
之
上
ハ
薬
王
寺
義
ハ
只
今
年
戒
上
﨟
ニ
付
上
席
ニ
而
御
目
仕
候
見
被
仰
仕
候
、
然
処
貞
享
二
丑
正
月
御
目
見
ニ
登
城
之
処
、
右
両
寺
之
下
ヘ
御
引
被
成
候
ニ
付
、
井
後
直
右
ェ
門
殿
へ
、
右
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
四
二
両
寺

年
戒
上
臈
ニ
付
而
ハ
御
定
之
通
ニ
御
直
シ
被
下
候
様
申
演
候
処
、
直
右
ェ
門
殿
被
申
候
ニ
ハ
、
此
義
ニ
付
拙
者
致
失
念
、
最
早
座
配
相
究
候
処
ヘ
其
僧
被
見
致
當
惑
候
、
併
被
申
成
ニ
付
而
、
右
之
場
所
只
今
仕
直
シ
候
時
ハ
殊
外
六
（
二
十
四
丁
目
表
）
ヶ
敷
、
今
日
之
御
目
見
指
支
候
間
、
後
例
ニ
ハ
不
相
成
候
、
何
分
右
様
ニ
可
被
致
置
旨
急
率
ニ
被
申
附
、
宥
雄
モ
如
何
敷
ハ
存
候
得
共
、
下
城
モ
恐
多
奉
在
候
而
、
次
々
席
ニ
而
御
目
見
仕
候
、
下
城
早
速
直
右
衛
門
殿
罷
越
、
遂
一
演
説
ニ
及
候
処
、
御
本
城
ニ
而
申
演
候
通
、
旧
例
ニ
ハ
不
相
成
旨
被
申
候
ニ
付
、
先
モ
儘
ニ
仕
罷
帰
り
候
処
、
前
條
申
上
候
通
、
貞
享
四
年

宥
雄
仕
義
又
候
長
病
ニ
而
遂
ニ
元
禄
八
年
二
月
遷
化

後
住
候
義
ハ
弟
子
延
命
寺
宥
證
ニ
遺
状
願
通
ニ
住
職
被
（
二
十
四
丁
目
裏
）
継
無
仰
付
、
右
宥
證
ハ
遺
目
御
目
見
モ

被
仰
付
、
翌
年
正
月
年
頭
御
目
見
ニ
登
城
仕
、
何
之
子
細
モ
存
不
申
不
奉
存
、
靏
林
寺
次
席
ニ
而
御
目
見
仕
以
来
、
定
座
同
様
ニ
相
成
、
歎
ヶ
敷
思存
暮
シ
候
上
、
猶
又
隆
禅
寺
下
ヘ
御
居
ヘ
置
ニ
相
成
、
弥
歎
ヶ
敷
奉
存
候
、
右
當
識
附
并
御
目
見
座
配
之
義
、
明
和
三
年
十
月
郡
所
猪
子
勘
之
助
殿
御
尋
ニ
付
、
古
格
御
御
座
引
直
之
義
御
願
申
上
候
ヘ
共
、
御
沙
汰
無
之
、
又
候
明
和
六
年
太
田
三
十
郎
殿
御
尋
ニ
付
、
古
代
、
近
代
之
来
由
并
御
當
人
（
二
十
五
丁
目
表
）
直
當
委
細
帳
面
ニ
認
メ
指
上
御
座
候
、
厨
子
一
本
尊
薬
師
如
来
外
宮
殿
并
元
禄
十
一
年
仁
王
両
軀
綱
矩
様
厨
子
元
禄
八
年

新
ニ
御
造
立
被
為
在
候
、
一
本
堂
、
仁
王
門
、
鎮
守
三
ヶ
所
御
修
覆
の
来
由
寺
傳
云
、
綱
通
様
延
宝
元
年
河
野
兵
左
衛
門
殿
、
山
田
茂
同
御
代
兵
衛
殿
御
奉
行
ニ
而
御
修
覆
綱
矩
様
貞
享
二
年
箕
村
夫
兵
衛
殿
、
六
田
権
八
殿
御
奉
行
ニ
而
二
度
目
御
修
覆
、
同
御
代
元
禄
十
年
久
米
吉
左
衛
門
殿
、
井
後
半
五
郎
殿
、
三
度
目
修
覆
（
二
十
五
丁
目
裏
）
元
禄
十
四
年
井
後
平
次
殿
、
姫
田
五
郎
兵
衛
殿
、
四
度
目
正
徳
五
年
斎
藤
夫
右
衛
門
殿
、
荒
川
藤
次
郎
殿
、
五
度
目
、
享
保
九
年
美
馬
十
兵
衛
殿
、
亀
田
善
助
殿
、
六
度
目
、
享
保
十
八
年
七
度
目
、
但
寺
ヘ
御
渡
普
請
、
元
文
二
年
八
度
目
、
延
享
元
年
九
度
目
、
同
三
年
十
度
目
、
仁
王
彩
色
宝
暦
二
年
宗
鎮
様
御
代
美
馬
勝
五
殿
、
亀
田
古
助
殿
十
一
度
目
、
同
六
年
重
喜
様
御
代
十
二
度
目
、
同
十
一
年
吉
田
貞
之
丞
、
十
三
度
目
、
同
十
三
年
十
四
度
目
、
寺
ヘ
御
渡
普
請
、
明
和
四
年
十
五
度
目
、
同
断
安
（
二
十
六
丁
目
表
）
永
八
年
十
六
度
目
同
断
、
天
明
七
年
十
七
度
目
同
断
、
享
和
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
四
三
三
年
十
八
度
目
同
断
、
以
上
大
破
小
破
共
御
手
普
請
ニ
而
御
座
候
外
ニ
、
方
丈
、
楼
門
等
御
手
普
請
之
義
、
先
年

度
々
雖
出
願
上
候
へ
ど
も
不
被
仰
付
候
、
大
師
堂
、
観
音
堂
、
奥
院
堂
舎
ハ
力
一
而
ニ
自
分
普
請
ニ
而
御
座
候
一
修
理
太
夫
様
享
保
三
年
廿
五
御
禳
厄
御
祈
祷
仕
候
、
御
札
上
様
并
送
吏
夫
等
前
例
之
通
ニ
被
仰
付
候
、
一
繰
山
明
年
御
厄
入
ニ
付
、
元
禄
十
三
年
極
月
廿
七
日
梯
与
一
左
衛
門
殿
（
二
十
六
丁
目
裏
）
年
越
節
分
御
代
参
通
夜
被
成
、
尚
蒙
仰
候
ニ
ハ
翌
巳
年
正
月

又
翌
午
年
六
月

月
々
御
祈
祷
仕
、
月
々
御
札
指
上
候
様
被
仰
聞
奉
畏
、
毎
月
御
札
指
上
候
、
翌
十
四
年
六
月
御
代
参
森
武
左
ェ
門
殿
、
又
翌
十
五
年
御
代
参
疋
田
夫
兵
衛
殿
御
一
門
方
御
代
参
御
家
中

数
多
御
頼
之
御
祈
祷

右
夫
々
御
札
相
渡
夫
々

太
守
様
ヘ
御
礼
御
上
被
成
候
、
初
巳
正
月
西
尾
数
馬
殿
、
佐
渡
半
兵
衛
殿
、
西
尾
夷
則
殿
江
送
夫
先
例
之
通
申
上
候
処
、
早
速
八
人
被
下
候
、
并
長
袖
之
義
故
、
ヶ
様
成
御
用
之
往
来
ニ
毎
々
麤
略
意
得
違
之
者
有
之
難
儀
仕
候
旨
、
御
三
人
江
申
（
二
十
七
丁
目
表
）
成
候
処
繰
山
様
被
為
節
付
之
御
趣
ヲ
以
御
手

燈
壱
張
拝
領
奉
頂
載
候
、
尚
又
以
来
公
私
共
常
ニ
用
候
様
被
仰
付
御
座
候
、
将
又
代
僧
御
礼
上
ハ
御
本
城
ニ
而
御
用
人
江
申
上
、
直
ニ
罷
出
候
節
ハ
御
茶
道
ヲ
以
御
前
ニ
御
札
居
へ
置
御
奏
者
御
呼
成
ニ
而
御
目
見
仕
奉
指
上
候
、
右
御
札
指
上
候
度
毎
ニ
都
合
八
ヶ
度
獨
々
札
御
目
見
仕
候
外
ニ
御
奉
納
等
御
品
并
御
一
門
方
御
家
中
御
初
尾

委
細
別
帳
ニ
御
座
候
、
一
承
國
院
様
享
保
一
八
年
廿
五
御
禳
厄
御
祈
祷
仕
来
通
ニ
被
仰
付
御
札
奉
指
上
候
、
（
二
十
七
丁
目
裏
）
一
宗
鎮
様
宝
暦
十
一
年
御
入
厄
ニ
付
、
蜂
須
賀
一
学
殿
於
富
田
御
殿
被
仰
出
候
ニ
ハ
、
當
六
月

明
午
六
月

月
々
御
祈
祷
仕
、
月
々
御
札
守
指
上
候
様
被
仰
付
ニ
付
、
月
々
御
殿
ニ
而
一
学
殿
ヘ
指
上
申
候
、
御
入
厄
六
月
御
代
参
渡
瀬
新
吾
殿
御
初
尾
白
銀
弐
枚
御
祈
祷
料
同
七
枚
御
脱
厄
、
六
月
御
代
参
赤
川
孫
惣
殿
御
初
尾
御
祈
祷
料
御
同
断
被
下
置
候
、
送
夫
之
義
一
学
殿
よ
り
郡
所
ヘ
御
駈
合
、
八
人
被
下
候
并
一
学
殿
ヘ
御
目
見
之
義
、
御
願
申
上
候
ヘ
共
、
御
病
気
被
為
入
御
趣
ヲ
以
不
被
仰
付
候
、
（
二
十
八
丁
目
表
）
一
太
守
様
寛
政
八
年
郡
所
稲
田
武
七
郎
殿

當
御
入
厄

御
脱
厄

御
祈
祷
被
仰
付
、
尚
御
取
約
メ
之
御
時
節
ニ
付
而
ハ
祈
祷
料
両
年
白
銀
十
四
枚
被
下
置
、
送
夫
も
二
人
御
減
少
被
仰
付
候
、
然
共
御
札
守
両
年
之
間
、
月
々
ニ
奉
指
上
候
、
一
御
先
代

御
前
様
・
御
連
技
方
・
御
姫
君
方
并
御
一
門
方
御
奥
向
数
度
別
願
并
禳
厄
等
御
祈
祷
被
仰
付
候
、
一
將
軍
様
御
厄
ニ
付
繰
山
様

御
禳
厄
御
祈
祷
被
仰
付
候
、
其
余
公
儀
御
祈
祷
三
ヶ
度
被
仰
付
候
、
年
月
難
相
知
候
、
（
二
十
八
丁
目
裏
）
一
有
栖
川
宮
様
兼
而
當
寺
本
尊
来
暦
被
聞
召
、
宝
暦
年
中
ニ
紫
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
四
四
苻幕
御
簾
御
会
付
等
数
品
御
奉
納
被
遊
、
元

毎
歳
御
札
守
指
上
候
、
尤
モ
上
京
御
對
顔
之
節
、
薬
王
寺
之
手
近
被
為
取
御
口
合
頂
戴
御
丁
寧
之
御
意
被
成
下
候
、
先
年
御
息
所
房
君
御
方
御
臨
月
両
死
月
ニ
相
當
リ
後
之
月
ヘ
延
候
時
ハ
子
死
月
ニ
而
殊
外
御
心
痛
被
為
成
、
臨
月
之
前
月
ハ
宜
敷
旨
ニ
而
御
祈
祷
被
仰
付
相
勤
、
別
前
月
ニ
御
誕
生
被
為
在
、
右
為
御
歓
種
々
御
奉
納
被
遊
候
外
ニ
御
染
筆
和
歌
被
下
置
候
、
文
化
元
年
江
府
西
御
丸
ヘ
御
入
輿
被
為
在
候
、
（
二
十
九
丁
目
表
）
樂
姫
宮
御
道
中
御
安
全
并
衆
人
愛
敬
之
御
札
守
指
上
候
、
為
御
会
釈
中
山
公
御
染
奉
被
添
被
下
置
候
、
隠
岐
守
様
一
予
州
松
山
様
當
寺
ヘ
御
祈
願
御
頼
被
成
来
候
、
御
厄
ニ
付
而
ハ
御
代
参
入
厄
脱
厄
両
年
御
指
越
被
成
候
、
文
化
四
卯
年
勢
見
江
出
張
之
前
も
前
年
ニ
モ
旨
加
筆
申
演
候
処
、
當
主
松
平
立
丸
様

白
銀
三
枚
御
寄
附
被
成
候
、
公
義
よ
り
一
徳
川
御
當
家

御
國
ヘ
御
巡
見
使
被
為
立
人
馬
御
改
メ
并
名
山
佛
閣
御
見
分
被
為
成
候
節
、
阿
波
御
国
中
ニ
當
寺
耳
伽
藍
御
（
二
十
九
丁
目
裏
）
祈
改
御
座
候
有
之
事
ハ
、
古
代
・
近
代
御
勅
願
、
將
軍
家
御
寄
願
寺
等
旨
暦
然
タ
ル
由
緒
ニ


成
□
□
歟
御
座
候
、
茲
ニ
御
巡
見
使
牟
岐
浦
止
宿
之
時
、
明
日
薬
王
寺
相
改
可
申
候
旨
、
惣
肝
煎
へ
被
通
候
、
元

先
例
之
用
意
ニ
付
而
ハ
、
西
大
門
ヘ
住
持
出
迎
案
内
ニ
而
當
寺
伽
藍
有
姿
并
古
代
伽
藍
堂
跡
ニ
ハ
立
札
ヲ
以
夫
ニ
記
シ
置
候
山
林
町
数
寺
領
高
国
主
建
立
之
堂
舎
、
自
分
普
請
之
堂
舎
手
日
記
ヲ
以
●
●
●
御
改
被
成
、
夫

寺
ヘ
御
三
使
御
入
此
時
ハ
、
御
座
所
皇
居
ニ
御
尋
被
成
御
朱
印
も
御
座
所
と
申
間
、
相
済
被
差
置
候
寺
ニ
而
住
持
罷
出
候
、
（
付
紙
）有
栖
川
宮
家
ニ
関
ス
ル
記
事
（
三
十
丁
目
表
）
昆
布
、
茶
菓
、
酒
肴
、
饗
應
三
使
始
終
之
挨
拶
等
却
而
御
三
使
異
記
録
ニ
ハ
諸
事
委
敷
ニ
哉
御
當
家
数
度
御
改
之
趣
不
相
替
候
、
右
當
山
御
改
相
済
日
和
佐
浦
御
泊
御
本
陣
御
宿
被
成
、
装
束
御
改
御
参
詣
被
成
、
又
ハ
御
代
参
等
不
定
御
初
尾
金
三
百
疋
宛
扨
帰
駕
之
此
相
考
御
札
守
伽
藍
書
附
薬
王
寺
直
参
指
上
申
候
、
其
節
古
代
・
中
古
両
度
火
災
ニ
記
録
等
焼
亡
之
旨
演
説
ニ
及
候
ニ
御
巡
見
使
ニ
ハ
先
年
綸
旨
・
御
教
科
書
等
御
留
置
之
体
ニ
而
何
角
事
新
ニ
承
候
義
共
御
座
候
、
（
三
十
丁
目
裏
）
一
薬
王
寺

二
里
斗
奥
山
河
内
村
寺
木
山
ハ
右
村
西
山
と
申
候
所
ニ
方
二
里
廻
り
成
ル
山
壱
ヶ
所
中
古

此
山
當
寺
修
覆
料
ニ
被
充
行
候
由
、
然
ニ
右
山
日
和
佐
村
渡
世
山
ニ
相
成
有
之
候
、
年
月
難
分
候
ヘ
共
、
寺
木
山
と
名
け
、
當
寺
修
覆
山
之
由
、
寺
并
土
俗
之
申
傳
ニ
御
座
候
、
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
四
五
（
別
紙
）
嘉
禄
二
年
と
あ
る
貞
応
二
年
（
吾
妻
鏡
）
と
あ
り
御
崩
御
十
月
十
二
日
（
宮
内
省
八
十
一
日
ト
ス
）
貫
は
約
五
石
位
足
利
時
代
に
は
土
地
領
貫
を
以
て
ナ
リ
﹇
付
記
﹈
平
成
二
十
五
年
度
「
地
域
が
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
四
国
大
学
文
学
部
が
「
日
中
比
較
文
化
史
演
習
（
芸
術
）」
で
行
っ
た
四
国
八
十
八
ケ
所
霊
場
第
二
十
三
番
札
所
薬
王
寺
の
文
化
財
調
査
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。
平
成
二
十
五
年
八
月
三
日
（
土
）「
四
国
大
学
文
化
財
調
査
報
告
会
」
に
お
い
て
磯
崎
・
名
倉
・
南
城
が
「
縁
起
が
伝
え
る
薬
王
寺
の
歴
史
と
伝
承
」
と
題
し
て
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
釈
文
を
見
直
し
、
成
果
と
し
て
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
・
博
物
館
学
研
究
室
）
史
料
紹
介
「
薬
王
寺
来
由
記
」
一
四
六
